
仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

屋根保護防水断熱工法：

1/10

-1

１） 立上り入隅は４５度に仕上

-2 屋上取合い（塔屋等） -4

(75) (20)

(100)

H

(
水
上
4
0
0
以
上
)

600程度

シーリング材

(シール材)

D13

アルミニウム製水切

コンクリート打放し(B種)

D10-＠200

成形伸縮目地材

(10X10)

(
8
0
)

（立上り部乾式保護材の場合）
(250)

保護コンクリート

絶縁用シート

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
8
0
)

25

防水層

断熱材

成形伸縮目地材

溶接金網

600程度

H

(シール材)

アルミニウム製笠木

(180) (20)

(20)

(75)

(モルタル)

成形緩衝材

シーリング材(10×10)

アルミニウム製水切

乾式保護材

屋上取合い（塔屋等） -7

(モルタル)

成形緩衝材

30以上

(H≦600)

溶接金網

断熱材

防水層 絶縁用シート

保護コンクリート

(7
0)

(7
0)

5-01

屋上パラペット，屋上取合い

-3屋上パラペット（アルミニウム製笠木）

-5

屋上パラペット

(350)

600程度 (75) (20)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

H

(20)(180)

アルミニウム製笠木
シーリング材(10X10)

D10-＠200

D13

(シール材)

コンクリート打放し(B種)

(モルタル)

絶縁用シート

保護コンクリート断熱材
防水層

25

(
8
0
)

溶接金網

成形伸縮目地材

成形緩衝材

（立上り部コンクリート押えの場合）

(7
0)

(
8
0
)

屋上パラペット（アルミニウム製笠木） -6 屋上パラペット（アルミニウム製笠木）

（立上り部乾式保護材の場合） （立上り部乾式保護材の場合）

アルミニウム製押え金物

保護コンクリート
断熱材

防水層 絶縁用シート

成形伸縮目地材

溶接金網

(モルタル)

成形緩衝材

(7
0)

25

(
8
0
)

600程度 (75)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

30以上

乾式保護材
(H≦600)

(シール材)

シーリング材(10×10)

アルミニウム製水切

アルミニウム製押え金物

アルミニウム製押え金物

アルミジョイナー
（既製品）

縦目地

25

防水層

断熱材

(7
0)

(モルタル)

成形緩衝材

30以上

(
8
0
)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

H

600程度

(300)

アルミニウム製笠木

溶接金網

保護コンクリート

絶縁用シート

(180) (20)(75)

成形伸縮目地材

25

（立上り部乾式保護材）

乾式保護材
(H≦600)

屋上取合い（塔屋等）

（シール材)

600程度

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
3
5
)

(320)

H

(
1
7
0
)

(20)

(
2
5
)

(
3
0
)

(25)

溶接金網
成形伸縮目地材

乾式保護材

アルミニウム製

(75)

(シール材)

保護コンクリート断熱材

防水層 絶縁用シート

(先付受材)

(H≦600)

(180)

30以上

(モルタル)

成形緩衝材

(7
0)

(
8
0
)

押え金物

25

600程度

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
1
5
)

(120)

H

(
1
7
0
)

溶接金網
成形伸縮目地材

乾式保護材

アルミニウム製

(75)

(シール材)

保護コンクリート断熱材

防水層 絶縁用シート

(先付受材)

(H≦600)

30以上

(モルタル)

成形緩衝材

(7
0)

(
8
0
)

押え金物

25

シーリング材(10×10)
塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )塗膜防水の

場合の範囲(   　)
塗膜防水の
場合の範囲(   　)

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )

げる。
２） アルミニウム製笠木及び
水切は押出形材の既製
品とする。

特記事項
１） 水上部分のＨ
２） 乾式保護材の材質，厚さ
３） アルミニウム製笠木及び水切の部材の
種類及び表面処理の種別

４） 断熱材の材質，厚さ
５） 指定仕上材の種類，範囲
６） -３，-４の天端の防水層の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/10

-1

（シール材)

600程度

(75)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
3
5
)

(320)

H

(
1
7
0
)

(20)(180)

(
2
5
)

(25)

保護コンクリート

絶縁用シート

防水層

成形伸縮目地材

(シール材)

アルミニウム製
乾式保護材

-2 -4屋上取合い（塔屋等）

(75) (20)

(100)

H

600程度

D13

アルミニウム製水切

コンクリート打放し(B種)

D10-＠200

成形伸縮目地材

(10×10)
シーリング材

溶接金網
溶接金網

(
8
0
)

(250)

アルミニウム製水切

アルミニウム製笠木

(シール材)

溶接金網

成形伸縮目地材

25

H

乾式保護材

シーリング材(10×10)

（立上り部乾式保護材の場合）

(
8
0
)

屋上パラペット（アルミニウム製笠木） -7

(20)(180)

(20)

(75)600程度

(H≦600)

(H≦600)

30以上

30以上

(先付受材)

(7
0)

防水層

絶縁用シート

保護コンクリート

(モルタル)

成形緩衝材

保護コンクリート

防水層

絶縁用シート

(モルタル)

成形緩衝材

(モルタル)

成形緩衝材

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(7
0)

(7
0)

屋根保護防水工法：
屋上パラペット，屋上取合い

(
8
0
)

押え金物

屋上パラペット（アルミニウム製笠木） -3

(350)

600程度 (75) (20)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

H

(20)(180)

アルミニウム製笠木
シーリング材(10×10)

D13

保護コンクリート

絶縁用シート

防水層

D10-＠200

(シール材)

成形伸縮目地材

コンクリート打放し(B種)

(
8
0
)

溶接金網

（立上り部コンクリート押えの場合）

(7
0)

成形緩衝材

(モルタル)

屋上パラペット（立上り部乾式保護材）

-5

アルミニウム製押え金物

屋上取合い（塔屋等）-6 屋上パラペット（アルミニウム製笠木）

(7
0)

(モルタル)

成形緩衝材

保護コンクリート

絶縁用シート
防水層

25

(
8
0
)

溶接金網成形伸縮目地材

シーリング材(10×10)

(シール材)

アルミニウム製水切

アルミニウム製押え金物

乾式保護材
(H≦600)

30以上

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(75)600程度

(7
0)

(モルタル)
成形緩衝材

25

防水層

(
8
0
)

溶接金網

保護コンクリート

絶縁用シート

成形伸縮目地材

アルミジョイナー
（既製品）

縦目地

アルミニウム製押え金物

(300)

アルミニウム製笠木

(
水
上
4
0
0
以
上
)

H

(20)(180)(75)600程度

30以上

（立上り部乾式保護材の場合）

25 25 25

屋上取合い（塔屋等）

600程度

(75)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
1
5
)

(120)

H

(
1
7
0
)

保護コンクリート

絶縁用シート

防水層

成形伸縮目地材

(シール材)

アルミニウム製
乾式保護材

溶接金網

(H≦600)

30以上

(先付受材)

(7
0)

(モルタル)

成形緩衝材

(
8
0
)

押え金物

25

乾式保護材
(H≦600)

5-02

(シール材)

シーリング材(10×10)
塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )塗膜防水の

場合の範囲(   　)
塗膜防水の
場合の範囲(   　)

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )

(
3
0
)

仕様
１） 立上り入隅は４５度に仕上
げる。

２） アルミニウム製笠木及び
水切は押出形材の既製
品とする。

特記事項
１） 水上部分のＨ
２） 乾式保護材の材質，厚さ
３） アルミニウム製笠木及び水切の部材の
種類及び表面処理の種別

４）
５）
指定仕上材の種類，範囲
-３，-４の天端の防水層の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



5-03

防水層

＠450以下
ステンレスビス
押え金物
アルミニウム製

(シール材)

シーリング材(10X10)

アルミニウム製水切

H

(
水
上
3
0
0
以
上
)

-4 屋上取合い（塔屋等）

屋上パラペット（アルミニウム製笠木）-2

屋上取合い（塔屋等）-3

屋上パラペット（コンクリート笠木）-1

1/10

屋根露出防水工法

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

モルタル又は
成形キャント材

(7
0)

モルタル又は

(シール材)

防水層

アルミニウム製押え金物
ステンレスビス＠450以下

H

(
2
5
)

(
1
7
0
)

(90)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

モルタル又は
成形キャント材

(7
0)

防水層

アルミニウム製笠木

(
水
上
3
0
0
以
上
)

H (20)(180)

(250)

ステンレスビス＠450以下
アルミニウム製押え金物

モルタル又は
成形キャント材

(シール材)

(7
0)

防水層

(25)

(
2
5
)

(90) (180) (20)

(
1
7
0
)

H

(290)

(
2
5
)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

成形キャント材

アルミニウム製押え金物 (シール材)

(7
0)

(
3
0
)

シーリング材(10×10)

仕様
１） 立上り入隅は４５度に仕上

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )場合の範囲(   　)

塗膜防水の
場合の範囲(   　)

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )

げる。
２） アルミニウム製笠木及び
水切は押出形材の既製
品とする。

特記事項
１） 水上部分のＨ
２）

３）

アルミニウム製笠木及び水切の部材の
種類及び表面処理の種別
指定仕上材の種類，範囲

塗膜防水の

４） -１，-３の天端の防水層の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



5-04

防水層

＠450以下
ステンレスビス
押え金物
アルミニウム製

(シール材)

シーリング材(10X10)

アルミニウム製水切

H

(
水
上
3
0
0
以
上
)

-4 屋上取合い（塔屋等）

屋上パラペット（アルミニウム製笠木）-2

屋上取合い（塔屋等）-3

屋上パラペット（コンクリート笠木）-1

1/10

屋根露出防水絶縁断熱工法

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
（アスファルト防水）

(7
0)

モルタル又は
成形キャント材

断熱材

モルタル又は

(シール材)

防水層

アルミニウム製押え金物
ステンレスビス＠450以下

H

(90)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

モルタル又は
成形キャント材

(7
0)

防水層

(
水
上
3
0
0
以
上
)

H (20)(180)ステンレスビス＠450以下
アルミニウム製押え金物

モルタル又は
成形キャント材

(シール材)

(7
0)

防水層

(
2
5
)

(90) (180) (20)

(
1
7
0
)

H

(290)

(
2
5
)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

成形キャント材

アルミニウム製笠木

(250)

アルミニウム製押え金物 (シール材)

(7
0)

断熱材
断熱材

断熱材

(
3
0
)

(25)

シーリング材(10×10)

(
2
5
)

(
1
7
0
)

仕様
１） 立上り入隅は４５度に仕上

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )塗膜防水の

場合の範囲(   　)

塗膜防水の
場合の範囲(   　)

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )

げる。
２） アルミニウム製笠木及び
水切は押出形材の既製
品とする。

特記事項
１） 水上部分のＨ
２）

３）

アルミニウム製笠木及び水切の部材の
種類及び表面処理の種別

４） 断熱材の材質，厚さ
指定仕上材の種類，範囲

５） -１，-３の天端の防水層の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



5-05

防水層

＠450以下
ステンレスビス
押え金物
アルミニウム製

(シール材)

シーリング材(10X10)

アルミニウム製水切

H

(
水
上
3
0
0
以
上
)

-4 屋上取合い（塔屋等）

屋上パラペット（アルミニウム製笠木）-2

屋上取合い（塔屋等）-3

屋上パラペット（コンクリート笠木）-1

1/10

屋根露出防水絶縁断熱工法

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称 （改質アスファルト防水，
合成高分子系ルーフィングシート防水）

断熱材

(シール材)

アルミニウム製押え金物
ステンレスビス＠450以下

H

(
2
5
)

(
1
7
0
)

(90)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

防水層

(
水
上
3
0
0
以
上
)

H (20)(180)ステンレスビス＠450以下
アルミニウム製押え金物

(シール材)

防水層

(
2
5
)

(90) (180) (20)

(
1
7
0
)

H

(290)

(
2
5
)

(
水
上
3
0
0
以
上
)

アルミニウム製笠木

(250)

断熱材
断熱材

防水層 断熱材

アルミニウム製押え金物 （シール材)

(25)

(
3
0
)

(シール材)

シーリング材(10×10)

仕様
１） 立上り入隅は４５度に仕上

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )塗膜防水の

場合の範囲(   　)

塗膜防水の
場合の範囲(   　)

指定仕上材のいずれか(   　　　 )

げる。
２） アルミニウム製笠木及び
水切は押出形材の既製
品とする。

特記事項
１） 水上部分のＨ
２）

３）

アルミニウム製笠木及び水切の部材の
種類及び表面処理の種別

４） 断熱材の材質，厚さ
指定仕上材の種類，範囲

５） -１，-３の天端の防水層の種類

塗膜防水又は

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



5-11
よる。

１） 防水層立上り部及び防水層の押さえ等は，５－０１～０５に

1/10縮　　尺

図面名称

建築工事標準詳細図　令和４年版

屋上取合い：塔屋等の建具取合い
仕様

塔屋等の建具取合い-2塔屋等の建具取合い-1

30以上

(先付受材)

(H≦600)

(75)

成形緩衝材

成形緩衝材

(
水
上
4
0
0
以
上
)

シーリング材(10×10)

D10-＠200

(シール材)

D13

(20)(75)

シーリング材(10×10)

断　面

乾式保護材

(120)

シーリング材(15×10)

(シール材)

(
1
7
0
)

(
3
5
)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

断　面

(モルタル)

既製アルミニウム製
押え金物

(モルタル)

(100)

踏段 踏段

(断熱材)

１） 踏段の材質，形状

特記事項

枠の塗装の種別２）
踏段のノンスリップタイプの有無及び種別３）
建具及び建具取合い４）
指定仕上材の種類，範囲５）
-１の天端の防水層の種類６）

塗膜防水の
場合の範囲(   　)

塗膜防水又は
指定仕上材のいずれか(   　　　 )

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



-１のマンホール吊もと位置は，タラップ上り勝手右側とする。

-１の鉄面及び亜鉛めっき面で見えがかり部はＳＯＰ塗りと

２）

仕様
１）
する。

-２のＷ，ｈ及びＬ

特記事項

２）
１） 屋上取合い　：　点検口，換気塔

建築工事標準詳細図　令和４年版

図面名称

縮　　尺 1/10

5-21
-２の天端の防水層の種類

-1 点検口 -2 換気塔

3
5
0

2
0
0

（A-A断面） （B-B断面）

2
0
0

手掛け
ステンレス SUS304 22φ

40
0

シーリング材(10X10)

ステンレス SUS304 22φ
手掛け

支持金物

取手

SUS304  22φ
ステンレス

W=400

200 (100)

SUS304 22φ
手掛けステンレス

（南京錠）

掛け金物 (10X10)
シーリング材

304 22φ
ステンレス SUS
手掛け120110

(800×800)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
1
7
0
)

(
3
5
)
(
1
0
0
)

点検口ふた(既製品)

(600φ)以上

(150)

110

(135)

丸輪
くさり止め

点検口ふた(既製品)

シーリング材(10×10)

シーリング材(10×10)

上部下部

W

L

W

(150)

1
0
0

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
1
7
0
)

(
2
5
)

h

(アルミニウム製がらり)(70)

D13

(100)

(
1
4
0
)

コンクリート直均し仕上げ
縦横共D10-＠200

(
1
7
0
)

後打ちコンクリート

(150)

(100)

(100)

(
1
5
0
)

シーリング材(10X10)　

の上(塗膜防水)

A

A
B B

AA

B

B

(75)

乾式保護材
(H≦600）

(75)

乾式保護材
（H≦600）

(塗膜防水)

（A-A断面） （B-B断面）

シーリング材(10×10)

(
1
0
0
)

防水層立上り部及び防水層の押さえ等は，５-０１～０５に３）
よる。

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



5-22

１／２０

１／２０

縮　　尺

図面名称

建築工事標準詳細図　令和４年版

屋上取合い：管類取出し口，

1/10，1/20

１）
２）

特記事項
Ｗ，Ｌ，Ｈ
スリーブ管の位置，径

１）

仕様
防水層立上り部及び防水層押さえ等は，５-０１～０５による。

(H≦600)

(H≦600)
乾式保護材

(75)

屋根露出防水工法の場合屋根保護防水断熱工法の場合

(300)

H

(
水
上
3
0
0
以
上
)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(75)

乾式保護材

(シール材)

(コンクリート直均し仕上げ)

アルミニウム製水切

シーリング材(10×10)アルミニウム製水切

シーリング材(10×10)

屋根露出防水工法の場合屋根保護防水断熱工法の場合

WxL

(300)

(90)

H

(
水
上
4
0
0
以
上
)
(
2
0
0
)

(
水
上
3
0
0
以
上
)
(
2
0
0
)

(コンクリート直均し仕上げ)

(シール材)

(
1
7
0
)

(
1
7
0
)
(
3
0
)

(3
0)

-3 クーリングタワー基礎，テレビアンテナ基礎，太陽光発電基礎

クーリングタワー基礎，テレビアンテナ基礎，太陽光発電基礎-2管類取出し口-1

（別途）

(10×10)

H

(H≦600)
乾式保護材 (75)

シーリング材(別途)

の上(塗膜防水)

(100)

(120)

(150)

シーリング材

縦横共D10-＠200

200以上

アンカーボルト13φ-＠600程度

シーリング材(10×10)

(
1
4
0
)

(
2
0
)

(
1
7
0
)

(
水
上
4
0
0
以
上
)

(
1
7
0
)

(
1
5
0
)

シーリング材(10×10)

D13

コンクリート直均し仕上げ
現場打ちプレキャストコンクリート版

シーリング材

スリーブ（つば付鋼管）

設備配管（別途） 断　面　１／１０

W
シーリング材(別途)

(
1
0
0
)

(
1
5
0
)

L

上　部 下　部 平　面　１／１０

(塗膜防水)

３） -1の天端の防水層の種類

　　　　　　　　 屋上基礎

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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□-100×100×2.3

水上仕上げ上端

PL -2.3

L

L

□-60X30X2.3 □-100X50X2.3120

□-60X30X2.3

コンクリ－ト直均し仕上げ

500

150 220 130

3
5
0

(
1
,
0
0
0
以
上
)

1
3
0

1
0
0

3
0

(
1
,
1
0
0
以
上
)

(200)

D10-＠200

1
0
0

 -3.2　350X100

 -3.2  150×150
300

3
0
0 5
0

30
皿ボルトM12

FB-12X38
L-50X50X6　加工

50

70

1
5
0

5
0

溶接

溶接

9

支柱ジョイント部詳細図　1/5

A-A断面

20

P

P

手すり-1

1/5，1/20

屋上取合い：手すり

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

H

P -3.2  350X100L

L

□-100X50X2.3

□-60X30X2.3

□-30X20X1.6-＠100程度

70

1982.8438

水上仕上げ上端

2,000程度

の間隔

立　面　1/20

H

300

5
0
0

5
0
0

 -3.2  350X100

平　面　1/20

P

70

W=扉幅

ステンレス丁番
扉

施錠ボックス P

4,000程度

ケースハンドル

施錠

戸当り P

施錠ボックス
P

戸当り
P

捨てPL-4.5

L-3　30×30
L-2.3

L-2.3

L-3　30×30

A

A

B

B

断　面　1/20

B-B断面

勾配付き

控え柱付き支柱の間隔

4,000程度

300

P -3.2  150X100L 300

3
0
0

控え柱付き支柱

□-100×50×2.3 □-60×30×2.3

２） 接合部は全周溶接とする。
見えがかりとなる鉄面はＳＯＰ塗りとする。１） W , H１）

特記事項仕様

鍵の種類２）
溶融亜鉛めっきをする場合，その種別３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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掃除口

フロアドレン
縦どい

-5

縦どい

-6 -7 -8

ソケット　
縦どい

エルボ
縦どい

ルーフドレン　　
縦どい

ルーフドレン(横走り)
呼びどい
縦どい

-1 -2 -3 -4

ルーフドレン
縦どい

ルーフドレン
エルボ
縦どい

-9 -10

縦どい エルボ
縦どい

GL GL GL

-11

90゜Ｙ管＋プラグ
縦どい

GL

-12

下階などのある場合 下階などのない場合

床上掃除口

90゜Ｙ管，エルボ
縦どい

外どいの形式　 内どいの形式

最上部

中間部

下部

被覆部はＳＯＰ塗りとする。
見えがかりとなる鉄面及び溶融亜鉛めっき面並びに防露１）

縦どいの形式-1～-12

といの材種，管径１） 縦どいの形式

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



（機械設備工事編）令和４年版による。
１） 床上掃除口及び床下掃除口は公共建築工事標準仕様書

5-32

掃除口

２） 断熱補修材の材種

1/10，1/20

：配管用炭素鋼鋼管　白管

-2ルーフドレン及び縦どい継手-1

ルーフドレン，縦どいの管径１）
ルーフドレン及び縦どい

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

３） 防露材料の有無及び材種

1/20

1/20
下階等のない場合　1/10

炭素鋼鋼管 白管

断熱防水の場合

押さえの場合

(防露材料)

(ステンレスSUS304 t=0.2)

縦どい配管用炭素鋼鋼管　白管

下がり止め L-6.0程度

モルタル とい受け金物　埋め込みの場合

床下掃除口
黄銅製ねじ込み形

配管用炭素鋼鋼管　白管

モルタル

シーリング材(10X10)

スリープつば付き鋼管

排水用ねじ込み式鋳鉄製管継手

下階等のある場合　1/10

1
5
0

床上掃除口
黄銅製ニッケルクロムメッキ仕上げねじ込み形

シーリング材
(10X10)

(防露材料)

(ステンレスSUS304 t=0.2)

シーリング材(10X10)

配管用炭素鋼鋼管　白管

1
5
0

GL

GL

P

L

断熱補修材

(150)

断熱補修材

断熱材

250

（250）(300)

(ステンレスSUS304 t=0.2 H=150)

下がり止め P-6.0程度

5
0

5
0

ルーフドレン(既製品)

(防露材料)

縦どい配管用

モルタル

とい受け金物　埋め込みの場合

(防露材料)

縦どい配管用炭素鋼鋼管　白管

排水用ねじ込み式鋳鉄製管継手

屋根保護防水の場合 屋根露出防水の場合

(防露材料)

ルーフドレン(既製品)
打込み

打込み

コンクリート

屋根保護防水の場合 屋根露出防水の場合

1/10
断熱防水の場合

1/10
でない場合
断熱防水

（250） (300)

(300)

(H≦600)
乾式保護材

(75)

3
0
0
程
度

空気孔10φ

(300)

>
1
0
0

乾式保護材
(H≦600)

(75)

空気孔10φ

>
1
0
0

程
度

3
0
0

ルーフドレン
鋳鉄製横型

打込み

呼びとい

呼びとい

排水用ねじ込み式鋳鉄製管継手

排水用ねじ込み式鋳鉄製管継手

排水用ねじ込み式鋳鉄製管継手

ルーフドレン
鋳鉄製横型

打込み

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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縦どい：硬質ポリ塩化ビニル管

（
5
0
）

（250）

ルーフドレン(既製品)

排水用硬質ポリ塩化ビニル管継手ソケット

上部縦どいを接続する場合

中継ドレン　打ち込み

シーリング材(10X10)

排水用硬質ポリ塩化ビニル管
継手エルボ

：硬質ポリ塩化ビニル管

ルーフドレン及び縦どい継手（屋外用）-1

ルーフドレン，縦どいの管径１）

1/10

ルーフドレン及び縦どい

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

屋根露出防水の場合屋根保護防水の場合

打込み

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



6-11

-5 吊戸棚-3・-4 流し上部水切りフード-2

湯　沸　室

湯沸室器具配置-1

1/5，1/10，1/20

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

(棚を設ける場合)

１） 設計上の標準的配置及び寸法を示す。

側面ステンレスSUS304 t=0.6

SUS304 t=0.6

手元灯（別途）

側面ステンレス

699.000
0

(
5
0
0
)

(
2
5
0
)

(600) (1,800)

(
5
5
0
)

(1,200)

(
1
,
6
0
0
)

排気筒(ダクト)
に直結

フード
不燃板
(1.0FK t=6 EP)

吊戸棚（既製品）

ステンレス製水切棚(既製品)

こんろ（別途）

展　開　1/20

上部水切り、小口ふた付き

トラップ

ステンレス製流し台（既製品）

こんろ（別途）

こんろ台（既製品）

平　面　1/20

(指定仕上材)

P

-4 流し上部水切り 1/5

(
6
4
0
)

600

W×L (
4
0
)
(
1
0
)3
0

(55)

(
8
0
0
)

(
1
,
6
0
0
)

天
井
高
　
(
2
,
2
5
0
以
上
)(
2
5
0
)

(350)

1
0
0

2
0

5
0

30

50

(185)

(
4
0
)

1
1
0

2
0

2
0

ダクト（別途）

横引き
ダクト
の場合
W×H

(指定仕上材)

ステンレス
SUS304 t=1.5

流し立ち上がり部

-3 流し上部水切り　1/5

(1.0FK t＝12)

ステンレスSUS304
t=(0.6)

支持金物  -3.2X50
＠600

ナイロンプラグ6φ

ステンレス丸皿
木ねじ止め

35X50

35X50
棚受け木

35X50

40X45

(板 t=20

(指定仕上材)

断　面　1/20

あと施工アンカー
＠600

断　面　1/20

フード　1/10

ダクト（別途）

つりボルト

ステンレスSUS430
t=1.0

FB-3.0X30-＠300
(油抜き　ステンレス製

L-30X30X3

L-30X30X3

L-30X30X3

L-30X30X3

L-30X30X3

L

仕上げなしとする。
流し台及びコンロ台を設置する部分の壁面隠蔽部分は，４）
フードのステンレスの表面仕上は，Ｎｏ.２Ｂとする。３）
鉄面は錆止め塗料塗りとする。２）

流し台，コンロ台，吊戸棚，水切棚の形状，寸法，配置，１）

特記事項仕様

又は黄銅製コック付)

W×L

 EP-G又はSOP)

ステンレス製水切棚(既製品)

(600)

こんろ（別途）

8
0
0
以
上
1
,
0
0
0
以
下

２） ダクト接続用開口のW，L　又はW，H
３） 油抜きの有無
４） 塗装の種別
５） 指定仕上材の種類

各部の仕上げ

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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（別途）

(
1
,
0
0
0
)

(
2
0
0
)

ライニング甲板

(400以上) (700～800) (700～800) (400以上)

(
7
5
0
～
8
0
0
)

(
1
,
0
0
0
以
上
)

平　面 (洗面カウンター付きの場合)平　面

立　面 (洗面カウンター付きの場合)立　面

照明器具（別途）

鏡

断　面

小便器-2洗面器-1

6-21
1/20

洗面所・便所　：　衛生器具配置

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

平　面

（
2
0
0
）

（700～800） （400以上）

立　面

（
1
,
2
0
0
）

ライニング甲板

壁掛型 床置型
（低リップ型）

ライニング甲板

照明器具

鏡

洗面カウンター

洗面カウンター

ライニングの有無
２） ライニング甲板の材種
１）

特記事項

３） 洗面カウンターの材種

４） フック（傘，杖立て）の設置
及び手すりの設置

(
7
5
0
～
8
0
0
)

(
1
,
0
0
0
以
上
)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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横入り（内開き）

紙巻器（別途）

紙巻器（別途）

横入り（内開き）

-3-2-1

(120)(550～600)

洗浄弁の場合　(1,400)

(
1
,
0
0
0
)

(0～100)

ロータンクの場合　(1,500)

(120)

(
0
～
1
0
0
)

(550～600)

(1,000)

縦入り（外開き）
縦入り（内開き）

(
0
～
1
0
0
)

洗
浄
弁
の
場
合
　
(
1
,
4
0
0
)

ロ
ー
タ
ン
ク
の
場
合
　
(
1
,
5
0
0
)

(550～600) (120)

(1,000)

(
4
5
0
)

(
1
,
0
0
0
～
1
,
2
0
0
)

紙巻器（別途）

(1,000～1,200)

(550～600) (120)

一般便房（洋風便器）

-4

１）

一般便房（和風便器）

-1・-２

へだての位置寸法１）

1/20

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

便所　：　一般便房

２）

腰掛け便器(別途)

腰掛け便器(別途)腰掛け便器(別途)
(
4
0
0
)

(手すり)

手すりを設置する場合の便器先端(350)

-１～-４の手すりの２）
へだての補強は製造所の仕様によ

設置及び形状紙巻器及び便器洗浄ボタンの配置

一般便房（手すり）-5・-6

-5

(
1
0
0
～
2
0
0
)

(250)

立　面

紙巻器(別途)

便器洗浄ボタン(別途)

Ｌ型手すり

（便座上面先端）
基点

(
1
0
0
～
1
5
0
)

Ｌ型手すり

平　面

温水洗浄便座

(550)

(0～100)

-6

(250)

立　面

便器洗浄ボタン(別途)

Ｉ型手すり

Ｉ型手すり

(
1
0
0
～
2
0
0
)

紙巻器(別途)

(
1
5
0
～
4
0
0
)

(
6
0
0
)

(
7
0
0
)

(
7
0
0
)

ボタン(別途)

(
2
0
0
～
2
5
0
)

平　面

(0～100)

温水洗浄便座
ボタン(別途)

紙巻器

(
0
～
1
0
0
)

(
5
5
0
)

(
2
5
0
)

Ｌ型手すり

(350)

（別途）

(
2
5
0
)

紙巻器

Ｉ型手すり

(350)

（別途）

(
0
～
1
0
0
)

(乳幼児用椅子(既製品) )

便器(別途)

は，JIS S 0026に基づくものとする。 -１～-４の乳幼児３）
用椅子の設置

紙巻器（別途）

（便座上面先端）
基点

る。

手すりの径，材種，４）
表面仕上げ

洗
浄
弁
の
場
合
　
(
1
,
3
0
0
)

ロ
ー
タ
ン
ク
の
場
合
　
(
1
,
4
0
0
)

-3 一般便房（乳幼児用椅子）

(
4
0
0
～
5
5
0
)

(
4
0
0
～
5
5
0
)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(250)(550)

(
1
,
3
0
0
以
上
)

有効幅800以上

(
1
2
0
)

(2,000以上)

3
0
0
～
4
0
0

(250)

(
2
0
0
～
2
5
0
)

(
1
2
0
)

(
7
0
0
)

(0～100)

有
効
幅
8
0
0
以
上

(
1
,
3
0
0
以
上
)

7
0
0
～
7
5
0

(2,000以上)

(550) (250)

は，JIS S 0026に基づく

紙巻器(別途)

固定手すり

可動手すり

立　面

便器洗浄ボタン(別途)

固定手すり

平　面

呼出しボタン

腰掛け便器(別途)

平　面 （立面は6-23-1に準ず）

腰掛け便器(別途)

-2・-3 車椅子使用者用簡易型便房（横入り）

6-23

紙巻器，便器洗浄ボタン

車椅子使用者用簡易型便房（縦入り）

１）

-1

手荷物置台の設置

１）

1/20

便所：車椅子使用者用簡易型便房

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

２）
扉の仕様及び開閉方法

３） 便器背もたれの有無

(背もたれ)

(0～100)

(1,300以上)

基点（便座上面先端）

7
0
0
～
7
5
0

フック（2段）

フック

(別途)

（
7
5
0
）

（
1
,
6
0
0
）

温水洗浄便座ボタン(別途)

(250)(550)

(
1
,
5
0
0
以
上
)

有効幅800以上

(
1
2
0
)

(1,800以上)

平　面 （立面は6-23-1に準ず）

腰掛け便器(別途)

固定手すり

7
0
0
～
7
5
0

(
1
0
0
)

呼出しボタン(別途)

紙巻器(別途)

固定手すり

便器洗浄ボタン(別途)温水洗浄便座ボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

フック（2段）

可動手すり

(1,300以上)

基点（便座上面先端）

紙巻器(別途)

固定手すり

便器洗浄ボタン(別途)温水洗浄便座ボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

フック（2段）

可動手すり

基点（便座上面先端）

（便座上面先端）
基点

(背もたれ)

フック

(100～300)

(200～400)

-2

-3

(背もたれ)

(背もたれ)

４）

手すりの径，材種，表面及び呼出しボタンの配置

ものとする。
仕上げ

立　面

可動手すり

(
2
0
0
～
2
5
0
)

（便器長さと同程度）

呼出しボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

(
1
0
0
～
2
0
0
)

呼出しボタン

紙巻器(別途)

(
1
0
0
～
1
5
0
)

温水洗浄便座
便器洗浄ボタン(別途)

(別途)

ボタン(別途)

(
4
0
0
～
5
5
0
)

(
1
0
0
～
1
5
0
)

(
1
0
0
～
1
5
0
)

(
2
0
0
～
3
0
0
)

紙巻器を水平手すり下に
配置する場合

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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平　面

-3・-4 乳幼児連れに配慮した便房

6-24

オストメイト用設備を有する便房

１）

-1・-2

乳幼児用椅子のタイプ及びサイズ

１）

1/20

便所：オストメイト用設備を有する便房

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

２）
収納式乳幼児用おむつ交換台のタイプ及びサイズ

乳幼児連れに配慮した便房

(
1
,
0
0
0
)

有効幅650以上

(1,800)

紙巻器(別途)

腰掛け便器(別途)

オストメイト対応

水洗器具(別途)

(
1
,
4
0
0
)

有効幅650以上

(1,600)

平　面

腰掛け便器(別途)

紙巻器(別途)

オストメイト対応

水洗器具(別途)

着替え台

平　面

(
1
,
4
0
0
)

有効幅650以上

(1,600)

平　面

腰掛け便器(別途)

フック

乳幼児用椅子(既製品)

３）

扉の仕様及び開閉方法

４）

手荷物置台の設置
５）

収納式着替え台のサイズものとする。
紙巻器及び便器洗浄ボタンの配置は，JIS S 0026に基づく

6）
手すりの設置及び形状

フック

紙巻器(別途)

フック

-1

-2

-4

収納式

(既製品)

収納式

(既製品)
乳幼児用おむつ交換台

(
1
,
0
0
0
)

有効幅650以上

(2,000)

腰掛け便器(別途) 乳幼児用おむつ交換台

紙巻器(別途) フック

-3

収納式

(既製品)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/20

１） 便房の内法寸法
２）

便所：車椅子使用者用便房
呼出しボタンの配置は、 ライニングの設置位置，高さ等

３）

紙巻器，便器洗浄ボタン及び１）

6-25
背もたれの有無
手すりの径，材種，表面仕上げ

４）
JIS S 0026に基づくものとする。

手洗い(別途)

平　面

開閉用取手

引
き
戸

腰掛け便器(別途)

立　面

側　面

固定手すり

可動手すり

立　面

洗面(別途)

鏡

車椅子使用者用便房-1

3
0
0
～
4
0
0 （
7
5
0
）

(400)

（
7
0
0
）

(
2
0
0
～
2
5
0
)

(0～100)

(250)

(500)

(250)

(
2
0
0
～
2
5
0
)

(250)

7
0
0
～
7
5
0

(
2
5
0
)

手
動
扉
の
場
合
(
3
0
0
)

有
効
幅
9
0
0
以
上

(
3
0
0
～
4
0
0
)

（
6
0
）

(550)

座位変換型の車椅子が回転する場合　(2,200以上)

(
2
,
1
0
0
～
2
,
3
0
0
)

-1A -1B

-1D-1C

（配置例）

（便器長さと同程度）

1
,
0
0
0
以
上

700以上
自動扉押ボタン

(自動扉とする場合)

フック(2段）

（
7
0
0
）

(
2
0
0
～
2
5
0
)

(200程度以上)

自
動
扉
の
場
合
(
1
0
0
)

紙巻器(別途)固定手すり

便器洗浄ボタン(別途)温水洗浄便座ボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

可動手すり

(背もたれ)

基点（便座上面先端）

（便座上面先端）
基点(背もたれ)

(100～300)

(200～400)

(0～100)

(手動扉とする場合)

(背もたれ)

５） 手荷物台の設置

呼出しボタン(別途)
呼出しボタン(別途)

車椅子が回転する場合　(2,000以上)

紙巻器(別途)

手洗い(別途)

呼出しボタン

固定手すり

温水洗浄便座

(別途)

ボタン(別途)

便器洗浄
ボタン(別途)

(
1
0
0
～
2
0
0
)

洗面(別途)

(
1
0
0
～
1
5
0
)

座
位
変
換
型
の
車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
80
0以
上
）

車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
50
0以
上
）

(
4
0
0
～
5
5
0
)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/30

１）
ライニングの設置位置，高さ等２）

便所：車椅子使用者用便房
及び呼出しボタンの配置は，

手荷物置台の設置

３）

紙巻器，便器洗浄ボタン１）

6-26５）

収納式大型ベッドのタイプ及び

手すりの径，材種，表面仕上げ
４）

JIS S 0026に基づくものとする。

（オストメイト用設備）-2

サイズ

（大型ベッド）-1

（オストメイト用設備＋大型ベッド）-3

有
効
幅
9
0
0
以
上

引
き
戸

着替え台

平　面

平　面

(
2
,
2
0
0
以
上
)

700以上

（配置例）

オストメイト対応
水洗器具(別途)

オストメイト対応
水洗器具(別途)

平　面

-2A

-2C

-2B

-2D

-3A

-3B

（配置例）

-1A

-1B

（配置例）

収納式着替え台のサイズ

有
効
幅
9
0
0
以
上

引
き
戸

(
2
,
2
0
0
以
上
)

700以上

(2,600以上)

フック(2段）

(
7
0
0
程
度
)

手
動
扉
の
場
合
(
3
0
0
)

有
効
幅
9
0
0
以
上

可動手すり

引
き
戸

(自動扉とする場合)
自動扉押ボタン

固定手すり

紙巻器(別途)

手洗い(別途)

腰掛け便器(別途)

便器洗浄ボタン(別途)

7
0
0
～
7
5
0

(
2
5
0
)

(
2
,
2
0
0
以
上
)

(250)(550)

700以上

フック(2段）

自
動
扉
の
場
合
(
1
0
0
)

呼出しボタン(別途)

洗面(別途)

(200程度以上)

(
5
0
～
1
0
0
)

温水洗浄便座ボタン(別途)

(自動扉とする場合)
自動扉押ボタン

フック(2段）

手
動
扉
の
場
合
(
3
0
0
)

自
動
扉
の
場
合
(
1
0
0
)

(
7
0
0
程
度
)

可動手すり

固定手すり

紙巻器(別途)

手洗い(別途)

腰掛け便器(別途)

便器洗浄ボタン(別途)

7
0
0
～
7
5
0

(
2
5
0
)

(250)(550)

呼出しボタン(別途)

(200程度以上)

温水洗浄便座ボタン(別途)

(自動扉とする場合)
自動扉押ボタン

収納式大型ベッド

(
5
0
～
1
0
0
)

(
7
0
0
程
度
)

可動手すり

固定手すり

紙巻器(別途)

手洗い(別途)

腰掛け便器(別途)

便器洗浄ボタン(別途)

7
0
0
～
7
5
0

(
2
5
0
)

(250)(550)

呼出しボタン(別途)

(背もたれ)

温水洗浄便座ボタン(別途)

手
動
扉
の
場
合
(
3
0
0
)

自
動
扉
の
場
合
(
1
0
0
)

(既製品)

開閉用取手
(手動扉とする場合)

収納式大型ベッド

(背もたれ)

(既製品)

開閉用取手
(手動扉とする場合)

(背もたれ)

開閉用取手
(手動扉とする場合)

収納式

(既製品)

便房の内法寸法

便器背もたれの有無６）
７）

呼出しボタン(別途) 呼出しボタン(別途)

呼出しボタン(別途)

座位変換型の車椅子が回転する場合　(2,200以上)
車椅子が回転する場合　(2,000以上)

座位変換型の車椅子が回転する場合　(2,200以上)
車椅子が回転する場合　(2,000以上)

車椅子使用者用便房 車椅子使用者用便房

車椅子使用者用便房

洗面(別途)

洗面(別途)

座
位
変
換
型
の
車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
80
0以
上
）

車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
50
0以
上
）

座
位
変
換
型
の
車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
80
0以
上
）

車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
50
0以
上
）

座
位
変
換
型
の
車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
80
0以
上
）

車
椅
子
が
回
転
す
る
場
合
（
直
径
1,
50
0以
上
）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/5，1/50

１）
錠の種類２）
取手の形状，寸法等

-1 引き戸（手動扉）

便所：引き戸

-2 引き戸（自動扉）

-1の引戸装置の性能，及び-2の開閉装置の性能
枠の塗装

３）

6-27
４）

(900以上)

内面姿図　1/50 外面姿図　1/50

取
手
セ
ン
タ
ー

H

(
6
5
0
)

(
1
0
)

(200)

(
2
0
0
)

型板ガラス t=4

(60)

(
4
0
0
)

(
9
0
0
)

H

(
1
0
)

(
1
0
)

(
1
0
)

(
1
0
)

(110)

(
8
5
)

(40) (30)

(
5
)

(
4
0
)

(
5
)

(10)

(30)

W

(900以上)

(
2
5
)

(10)

(25) (25)

あと施工アンカー

振れ止めローラー

PL

(指定仕上材)

LP

 -1.6

 -1.6

引き残し

ゴム

(指定仕上材)

戸当りゴム

有効幅

内

外部

内部

 -1.6LP

レールカバー

断面　1/5 平面　1/5

(85)

(
1
7
0
)

自動扉押しボタン

(
1
0
)

自動扉押しボタン

700以上

(
1
,
0
0
0
)

(200)

型板ガラス t=4

（
2
0
0
）

(100)

(
2
5
)

(
2
0
0
)

H

(
1
0
0
)

40

(30)引き残し(140)

(10)

(30)
(30)

(
3
6
)

(
4
0
)
(
4
1
)

(
1
0
)(
1
0
0
)

有効幅
(40) (1,080)

W

(900以上)

(
5
)(
4
0
)(
5
)

振れ止めローラー

あと施工アンカー

補助センサー

レールカバー

(指定仕上材)

(指定仕上材)

指つめ防止ゴム

補助センサー

1
0

(10)

(25) (25)

(
1
0
)

(手動全開時110)

外部

内部

断面　1/5 平面　1/5

内面姿図　1/50 外面姿図　1/50

(300～400)

LP -1.6

P -1.6L

LP -1.6

(
2
0
0
)

部
外
部

内
部

外
部

(30)

指つめ防止

（
7
0
0
）

(110)

(900以上)

(110) (140) (140)有効幅 有効幅

(900以上)
有効幅

(900以上)
有効幅

H

引き戸 W，H

５）
指定仕上材の種類６）

（車椅子使用者用便房）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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あと施工アンカー

(t=1.5))
手すり(ステンレスパイプSUS304

あと施工アンカー
(t=4)

あと施工アンカー
PL-4.5

ステンレスSUS304
化粧プレート

(t=1.5))
手すり　(ステンレスパイプSUS304

ステンレスブラインドリベット

継手ステンレスパイプSUS304

化粧プレート　ステンレスSUS304

(指定仕上材)

(t=1.5))
手すり(ステンレスパイプSUS304

リベット
ステンレスブラインド

(t=4)
継手ステンレスパイプSUS304

化粧プレート　ステンレスSUS304

(指定仕上材)

床面取付けの場合　1/5

壁取付けの場合　1/5

75

7
570R

70R

7
5

(200)

75

15

600

(
3
5
0
)

(
2
5
0
)

(
1
,
1
0
0
～
1
,
2
0
0
）

(
8
0
0
～
9
0
0
)

（
1
5
0
）

平　面　1/20

立　面　1/20 側　面　1/20

手すり（34φ）

手すり詳細（コンクリート）-5洗面器手すり-2

小便器手すり-1

手すりの位置，径，材種，表面仕上げ１）

1/5，1/20

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

便所　：　手すり，ライニング

ライニング（軽量鉄骨壁下地）-3 手すり詳細（軽量鉄骨壁下地）-4

(200) (指定仕上材)

パッキン材(木)

構造用合板 特類又は1類 t=12下地
(指定仕上材)

器具取付箇所
下地補強

軽量鉄骨壁下地
90型

断　面　1/20

(
1
,
2
0
0
)

(指定仕上材)

構造用合板 特類又は1類 t=12

取付プレート
t=4.5

溶接

軽量鉄骨

座金

カバー　SUS304

フランジ　SUS304

ナット

ボルト

(t=2.3以上)

（700～800） (150～200)

(
7
5
0
～
8
0
0
)

L

(
1
5
0
)

平　面　1/20

立　面　1/20 側　面　1/20

手すり（34φ）

3
5
0
以
下

(
3
0
0
)

手すり（34φ）

手すり（34φ）

(
1
5
0
～
2
0
0
)

L

２） -2洗面器手すりのL
３） -3～-5の指定仕上材の種類

断　面　1/5

４） -3の器具取付箇所下地補強

ライニング

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 6-29

-1 汚垂石（石材）

便所：汚垂石

1/10

-2 汚垂石（大型タイル）

(
1
0
)

面取り

踏石
（花こう岩 本磨き t=25）

(600)

床（コンクリート直均し仕上）

床 (増打ち)

大型タイル(t=13)

(600)

モルタル
接着剤7

(指定仕上材)

１） 汚垂石の材質，厚さ，仕上げ

(
4
0
) (
1
0
)

１） -２の接着剤はタイル製造所の指定による。

(指定仕上材)

２） 指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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１）
を示す。
-３，-４は浴室面積６㎡程度（浴槽３人又は４人用）の場合

1/10縮　　尺

図面名称

建築工事標準詳細図　令和４年版

浴室　：　コンクリート浴槽等１）
２）

４）
３）

特記事項
-３のＷ　，Ｗ　，Ｌ
-３の浴槽の平面及び仕上げ並びに花こう岩の材種及び
仕上げ
-３の断熱材の種別
二重防水とする場合

仕様

-3 コンクリート浴槽

-3 コンクリート浴槽 -4 水せん回り

-2 浴室天井

（下地モルタルt=15以上）
アスファルト防水
断熱材 t=(25)

(アスファルト防水：二重防水の場合)

保護コンクリート

（タイル）

10

10

(塩ビ製ジョイナー)

水切りとい

(塩ビ製ジョイナー)

目地突付け

(指定仕上材)

(花こう岩 t=30)

(花こう岩 t=30)

(
4
0
0
)

(指定仕上材)

20

防水槽上端
(150)

(
1
5
0
)

(
2
0
0
)

メタルラス

保護コンクリート

床排水用
トラップ
目皿(別途)

20

(120) W (150)

(230)

80

(
1
5
0
)

(
3
0
0
)

(
2
8
0
)

(
1
6
0
)

浴槽
上端

(
4
0
0
)

2
0
0

メタルラス

引き金物　ステンレスSUS304  3.2φ

(花こう岩 t=30)

コンクリート浴槽 引き金物　ステンレスSUS304
3.2φ

D10-＠100

(花こう岩 t=30)
内側勾配付

-4 水せん回り浴室天井-2

(シール材)
アルミニウム製押え金物　ステンレスビス＠450以下

1

W2

1 ２

×L

アルミニウム製押え金物ステンレスビス＠450以下

(シール材)

２） くぎは黄銅製又はステンレス製とする。

※ -1は欠番

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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M10 ＠600
あと施工アンカー

t=1.2)

あと施工アンカー
M10 ＠600

M10 ＠600

(メラミン化粧合板  t=5.0)

(メラミン樹脂板 t=1.2)

(メラミン樹脂板 t=1.2)

(
1
段
又
は
2
段
)

(
2
4
)

(150)

(
7
5
)

(400)(400)

(400) (400)

(
4
0
0
)

(400)

(
4
0
0
)

(
4
0
0
)

(
 
 
 
 
 
　
 
 
 
 
)

W

(400)

平　面　1/20

断　面　1/20

たな取付け部取合い　1/5

あと施工アンカー

(メラミン樹脂板

釘接着剤併用

20X150

接着剤

ワッシャー

ふくろナット
ステンレスSUS304 M10

あと施工アンカー M10 ＠600

FL

1
,
3
0
0
 
 
1
段
の
場
合

1
,
6
0
0
 
 
２
段
の
場
合

脱衣箱-1

Ｗ1）

1/5，1/20

脱衣室　：　脱衣箱

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



60×40 ＠300程度
縦胴縁

45×40 ＠300程度
縦胴縁

(GB-R)

6-41

(合板t＝5.5)

(合板t＝5.5)

(合板t＝5.5）

M10-＠1,200程度
あと施工アンカーあと施工アンカー

M10-＠1,200程度

3
0

３） ふすまの見込みは，１８～２１ｍｍを標準とする。

90X90/2

40X45-＠450

90X90/2

90/2X90

40X45X＠450

90X90/2

40X45-＠450

90X90/2

90/2X90

40X45-＠450

＠450
90X40

パッキング

畳下床板 畳下床板

90X40
＠450
パッキング

畳下床板

90X40
＠450
パッキング

畳下床板

90X40
＠450
パッキング

パッキング
＠450

見切縁

畳下床板

90X40

見切縁 見切縁 見切縁

(GB-R)

M10-＠1,800程度
あと施工アンカー

床高280の場合は6-41-2に準ずる

3
53
5(
2
5
)

1
2

床高280の場合は6-41-2に準ずる

60X45

12(25)

-2 木造壁の場合

(板t=20)

(
2
5
)

H

3
5

1
2(
2
5
) 90X40

(GB-R)

88

90X90/2

床高180の場合は6-41-3に準ずる

(
7
5
)

1
2

(
2
8
0
)

(合板t＝5.5)

30X30

あと施工アンカーM10-＠1,200程度

90X90

8

(1
80

)

-3 鉄筋コンクリート壁の場合

90X40

3
5

1
2(
2
5
)

88

3
0

20
(10)

20X40

2
0

(
2
5
)

(
2
5
)

-4　軽量鉄骨壁(下張りのない場合)

90X40

(GB-R)

8 8

(GB-R)

スペーサー＠600程度20
(10)

3
0

90X40

あと施工アンカー　M10-＠1,200程度

H

12(25)

(
2
8
0
)

1
2

(
7
5
)

床高180の場合は6-41-3に準ずる

(板 t=20)

-5　軽量鉄骨壁(下張りのある場合)

(GB-R)

20X40

H

90X40

3
0

(10) 20

90X40

8 8

（
1
8
0
） 2
0

(
2
5
)

M10-＠1,800程度
あと施工アンカー

90X90/2

(GB-R)
8

3
0

3
0

8

45X40

90X40

3
5

40X45

90X90

フローリング

90X40

45X55-＠300
40X45-＠450

90/2X90

90/2X90

90X90/2

あと施工アンカー
M10-＠1,200程度

1
0

H

２） フローリングの種別（縁甲板を含む）及び厚さ
ことができる。

２） 土台に使用するあと施工アンカーは，アンカーボルトとする
１） 木部は塗装なしとする。

-2～-5 壁及び出入口回り壁及び出入口回り-1

床高及び仕上げ，Ｈ１）

1/10

和室　：　出入口回り

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

H

12(25)
12(25)

(
2
5
)

1
2

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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(GB-R)

90X40

(板 t=20)

ポリスチレンフォーム
床下地材

空練りモルタル
90X90/2

90X40

20(10)

3
0

90X40

H

90X40

(GB-R)

(GB-R)

パッキング＠450

-2　軽量鉄骨壁(下張りのある場合)
(
2
5
)
2
0

(25)12

H

90X90/2
空練りモルタル

床下地材
ポリスチレンフォーム

90X40

(板 t=20)

(10)
20

3
0

10 10

(
2
5
)

1
2

3
5

90X40

-1 鉄筋コンクリート壁の場合

パッキング＠450

(
1
1
5
)

（ポリスチレンフォーム床下地材の場合）

和室　：　出入口回り
１） 木部は塗装なしとする。

出入口回り（ポリスチレンフォーム床下地材の場合）-1･-2

ポリスチレンフォーム床下地材の厚さ１）

1/10

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

Ｈ２）ポリスチレンフォーム床下地材は，製造所の仕様による。２）

(
2
5
)
2
0

(
1
1
5
)

(25)12

(
2
5
)

1
2

3
5

1010

ふすまの見込みは，18～21ｍｍを標準とする。３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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－３ 軽量鉄骨壁の場合－２ 鉄筋コンクリート壁の場合－１ 木造壁の場合

一般の場合

M10-＠1,800程度
あと施工アンカー

幅木を設ける場合

4
04
0

H

3
5

36X10527X105

36X45
25X105/2

畳下床板

90X90

25X40

45X55

90X90/2

3
0

板幅150以上900未満の場合

板幅150未満の場合

板幅150以上900未満の場合

8

H

3
5

30X60-＠360

30X40-＠360

36X45

（フローリング）

30X40

4
0

4
0

床板張り・幅木を設ける場合

幅木を設ける場合

一般の場合

8

8

8

フローリング

25X105/2

25X105/2

25X105

幅木を設ける場合

4
0

4
0

H

8

3
5

25X105/2

36X4525X105/2

ジョイントテープ張りの上、
ジョイントコンパウンド塗り

５）

２）
３）
４）
畳寄せ，幅木等の材種
板幅
フローリングの種別（縁甲板を含む）及び厚さ
和室内の幅木の有無

１） 木部は塗装なしとする。

壁回り-1～-3

床高及び仕上げ，Ｈ１）

1/10，1/5

和室　：　壁回り

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

8

P -1.2×25×80L

コンクリート釘

20X408

20X40

Ａ部詳細　1/5

8
ボード二重の場合 ＠450
ボード一重の場合 ＠600
LP -0.8×30×80

8
20X40 20X40

3
5

3
5

Ａ部 Ａ部

＠900

T形取合い 平面
T形取合い 平面

3
0

20

T形取合い 平面

3
0

2020

Ａ部詳細　1/5

1010

3
0

36X55

45X40-＠300

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



8

6-44畳寄せ，幅木等の材種５）

40X60

40X60

40X60 ポリスチレンフォーム床下地材

空練りモルタル

床下地材

空練りモルタル

ポリスチレンフォーム

3
5

幅木を設ける場合

4
0

H

10

3
5

3
0

2020

25X105/2

36X4525X105/2

ジョイントテープ張りの上、
ジョイントコンパウンド塗り

-3 軽量鉄骨壁の場合

幅木を設ける場合

4
0

3
5

10

3
0

36X10527X105

36X45

25X105/2

25X40

45X55

45X40-＠300

90X90/2

3
0

板幅150未満の場合

板幅150以上900未満の場合

8

H

3
0

20

30X40-＠360

36X55
フローリング

30X40

4
0

床板張り・幅木を設ける場合

幅木を設ける場合

一般の場合

8

8

8

フローリング

25X105/2

25X55

90 X 90/2

-1 木造壁の場合 -2 鉄筋コンクリ－ト壁の場合

（ポリスチレンフォーム床下地材の場合）２）
３）
４） 板幅
フローリングの種別（縁甲板を含む）及び厚さ
和室内の幅木の有無

１） 木部は塗装なしとする。

壁回り-1～-3

ポリスチレンフォーム床下地材の厚さ１）

1/10，1/5

和室　：　壁回り

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

8

20X40

3
5

Ａ部詳細　1/5

20X40
コンクリート釘

＠900
LP -1.2×25×80

8

Ａ部
8

20X40

Ａ部詳細　1/5

20X40

P -0.8×30×80L
ボード一重の場合 ＠600
ボード二重の場合 ＠450

8

3
5

Ｈ６）

２） ポリスチレンフォーム床下地材は，製造所の仕様による。

Ａ部

4
0

H

90X90

T形取合い 平面
T形取合い 平面 T形取合い 平面

一般の場合

10

90/2 X 90

25X105

90/2 X 90

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

床取合い　：　上がりがまち

1/10

１） 床仕上げ材の種類，下地張りの有無，塗装の種別

-1 上がりがまち（150≦H≦200） -2・-3 上がりがまち（200＜H≦300）

90X90

根太が上がりがまちに直角の場合

根太が上がりがまちに平行の場合

20X40

あと施工アンカーあと施工アンカー

(
1
8
0
)

パッキング

90X60

90X90-＠900

45X55-＠300

(
1
8
0
)

あと施工アンカー

90X90/2

あと施工アンカー

20X40

(合板 t=5.5)

パッキング

90X60

90X90-＠900
45X55-＠300

M10-＠1,800程度

90X60

ビニル幅木

90X60

90X90/2

(
2
8
0
)

(
7
5
)

90X90-＠900

45X55-＠300

ビニル幅木

(
7
5
)

90X6090X90-＠900

45X55-＠300

90X90/2

(
2
8
0
)

(
7
5
)

90X60
90X90-＠900

45X55-＠300

(
2
8
0
)

(
7
5
)

あと施工アンカーあと施工アンカー M10

90X90-＠900

板 t=20

90X90-＠900

45X55-＠300

根太が上がりがまちに直角の場合

根太が上がりがまちに平行の場合

板 t=20

－２ －３

(
1
1
5
)(板t=20)

90X90/2
あと施工アンカー

畳部分にポリスチレンフォーム床下地材を使用する場合

90X60

パッキング

45X55-＠300

90X90

(
2
8
0
)

あと施工アンカー M10

90X90-＠900

あと施工アンカー

90X90

あと施工アンカー

90X90 90X90

あと施工アンカーあと施工アンカー M10

90X90-＠900
90X90-＠900

(合板 t=5.5)

(合板 t=5.5)

(合板 t=5.5)(合板 t=5.5)

(合板 t=5.5)

6-45

M10-＠1,800程度 M10-＠1,800程度

M10-＠1,800程度

M10-＠1,800程度

あと施工アンカー M10

M10-＠1,800程度 M10-＠1,800程度

M10-＠1,800程度 M10-＠1,800程度

(
1
1
5
)

(
1
8
0
)(
5
5
)

（フローリング部分）

(板t=20)

畳下床板

（畳部分）

（畳部分）

45X55-＠450

（畳部分）

（フローリング部分）

（フローリング部分）

ポリスチレンフォーム床下地材

(
1
8
0
)(
5
5
)

(
5
5
)

90X90/2

あと施工アンカー

20X40

(合板 t=5.5)

パッキング

90X60

M10-＠1,800程度

90X90/2

90X90/2

あと施工アンカー
M10-＠1,800程度45X55-＠450

20X40

畳下床板

(合板 t=5.5)

パッキング

90X60

あと施工アンカー
M10-＠1,800程度

90X60

ポリスチレンフォーム床下地材の厚さ２）
１） ポリスチレンフォーム床下地材は，製造所の仕様による。

空練りモルタル

フローリング

フローリング

フローリング

フローリング フローリング

フローリング フローリング

フローリングの種別及び厚さ３）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

和室　：　押入れ

1/5

１） Ｗ，Ｈ

-1 押入れ

押入れの幅が２,０００ｍｍ以上の場合は，支柱を設ける。１）
木部は塗装なしとする。

３） アンカーボルトは，あと施工アンカーを使用してもよい。
２）

４） 軽量鉄骨壁下地の場合は下地受けにＰ-０.８を入れる。Ｌ

断熱材の有無（外部に面する壁に断熱材を打込む場合）２）

36X90
90X90

支柱　40X60  4枚戸の場合

支柱　40X60  3枚戸の場合

20X90/2-＠450
40X45-＠300

20X15

20X90/2

W/3 W/2

W25 20

コンクリート壁の場合 木造真壁の場合

平　面

GB-R t=12.5

15X15
15X15

GB-R t=12.5

6-46

45X90

-＠300
20X90/2

40X45-＠360

90X40

40X45

畳下床板

90X90/2

パッキング＠450

90/2X90

45X90

40X45-＠360

20X15(普通合板1類 t=9)

の場合の支柱を示す
点線は3枚戸4枚戸

(普通合板1類 t=9)

40X45-＠360

45X90

90X40

90X90/2

90X40

-＠300
45X40

90X90/2

10 10

3
5

3
0

3
0

3
5

3
5

55

55

H

7
5
0

天袋のない場合

断　面

45X90

21 219

42.5 42.5

(19.5)(19.5)

GB-R t=12.5

(普通合板1類 t=9)

GB-R
t=12.5
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